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企画概要 

高千穂大学 松崎ゼミナール代行サービス班 

（飯田・舩山・井上・渡邊・鹿又） 

１. 現状分析 

スマートフォンなどの普及によって、インターネットはとても身近なものになり、中でも近年、インターネ

ットオークションやフリマアプリの市場が拡大しています。テレビのＣＭなどでも多くの企業が宣伝をして

おり、今後も更なる利用者の増加が予想されます。 

そこで、実際にどれくらいの人が利用しているのかなどについて調査

を行いました。私たちが本学の学生に独自のアンケートを実施したと

ころ、「ネットオークションやフリマアプリを利用したことがあるか」とい

う質問に対して約 7割の学生は NO と答えました。（参考画像 1）利

用していない人たちの理由を調査すると、「登録や出品に手間がか

かる」や、「やり方が分からない」といった理由が上位に挙がっており、

ネットオークションやフリマアプリの課題点が分かりました。（参考画

像 2） 

また、同アンケートでの「ご家庭に不要品があるか」という質問に対しては、２人に１人の割合でＹＥＳと

答えており、そのほとんどが不要品を放置しているということも分かりました。 

 

２. 目的 

① ご家庭に不要品を抱える人たちの問題を解決する。 

ご家庭内の不要品の実態を調査したところ、２人に１人の割合で不要品がご家庭内にあると答えまし

た。またその半数が不要品によって困っていると答えました。 

② 不要品の再利用を活発にし、不要品の数を少なくする。 

不要品の処分方法を調査した結果、１番多く挙がった処分方法は「放置」でした。この放置されてい

る不要品を新たに使ってくれる人に渡し、ご家庭の不要品を少なくします。 

（参考画像 1） 

（参考画像 2） （参考画像 3） 



 

３. 提案 

私たちは、学生が主体となった代行出品サービス「プロジェクト NACS」を提案します。 

① ターゲット 

不要品をご家庭内に放置している人、有料で不要品を廃棄している、ネットオークションやフリマアプ

リの手間が面倒で不要品を処分できていない人など、不要品で困っている人たち。 

モデルのスタートとしてまず学生をメインターゲットとしてはじめていきます。 

② プロジェクト NACSの役割 

私たちプロジェクト NACS は、不要品を持っている人たちから不要品を回収し、ネットオークションで利

用者の代わりに発送の準備や購入者との取引を行います。 

③ プロジェクト NACSの魅力 

既存の代行出品サービスのビジネスモデルは、利用者から預かった商品が売れた場合、手数料を

引いた金額を利用者に現金で支払います。プロジェクト NACS の利用者は学校に通うついでで不要

品を手軽に持ち込むことができます。また利用者から回収した商品が売れた場合、手数料を引いた

金額を現金で支払うか NPO団体に寄付するかを選択することができます。 

④ 今後の展望 

私たちのサービスは高千穂大学の学生だけではなく、いずれ不要品を持っているすべての世代の人

が活用できるものにしていきたいと考えているので、それを実現できるように活動を広げていきたいと

思います。 

 


